
実施後の音楽療法士の振り返り一部抜粋 

 

♪自主発言と会話について 

「例」１．たなばたのお願い事は何をかきますか？お願い事は？どのようなことですか」 

 

これに忚えて「どんなあ～？」「健康？～」「健康かなあ？」「ピンコロ」「ころりと逝って

ください」これが受けて周りも爆笑で流されやすいけれど、最初の２つの発言はささやく

ような声でした・集中して真剣に考えて出た言葉であったり、すぐには「言葉」として表

せなかったり・・・すべてに「まじめ」に生きていて、ウイットもある、このバランスの

良さを受け止めました。 

  

２．仙台の七夕はいったことありますか？平塚のを仙台に持っていくとか？」 

 

これに忚えて、「あります」「もともと仙台でいたから」「いきました」「向こうは和紙なの

よね、仙台は和紙でこちらはビニール」「ちがう、平塚のではない」「仙台は８月」「こちら

は７月？」「秦野はたばこが忙しいからから、８月」「旧暦なのよね」 

たくさんの自主発言が出る・聞いてほしいというようにあちこちから言葉がでる・ 

 

   ３．我は海の子、海というとみなさんはどこを思い出します？ 

 

これに忚えるまえに、「３番までおぼえていないねえ」「意外と知らなかった」 

「海は行った」「伊豆の白浜」「大磯のうみ」「沖縄」「茅ヶ崎、茅ヶ崎に１２年住みました・

子供を連れて海に行きました。そう、烏帽子岩。夫はあそこまで泳いでいって帰った・男

の人は泳ぐこともあったのよ・子供を連れてね」「鎌倉」「３０代の頃とても楽しみにして

いた」これと、平行して発言あり。 

「海といえば、私は越前海岸、サザエやら、ウニやら、アワビやら。そんなのとって、子

供の頃はおやつだった。波は荒い、波は国道乗り越えて山に来る。山が迫っていたから。

水仙山ね・今ホテルになって」一気にはなすが、「波は荒いでしょ？」のリーダーの声に「別

の方が、日本海側だから荒いわよ～」と。会話に集中。 

 

   ４，夏の思い出・尾瀬は行きましたか？「おせ」ではないですよね？ 

 

すぐ、忚える「おぜ」よ。「おぜぬまのこと、ぐんまけんにあるね」「「行きました、６回」

「私は３回」「１回」水芭蕉についても「これくらい」と手で表現していらした・ 

 

♪．介護予防の為の口腔ケアの一助として。 



パダカラは意図がよくわかっていらっしゃる。顔の表情筋も使い、真剣にしっかり取り組

む。声の大きさもよく、力強い。積み重ねの活動でもあり、意図も伝え続けているので、

しっかり食事をとる・美味しく頂く等口腔ケアをすることが介護予防にとって一番！と皆

さんの意欲うかがえた。 

 

 

♪．その他 

集団は落ち着いた雰囲気である。又リラックスできていて個人のレベルで遠慮なく楽しん

でいる様子が見受けられた。（会話や発言がのびのびしていて、会話をつないで話を深めら

れる。）トーンチャイムなど、お馴染みの対象者がボランティアさんに音の出し方等を紹介

していた。受け身ではなく、さりげない積極性を見せてくださった。 

見あげてごらん夜の星では、一番前の二人が手をつないで歌う。周りの参加者もその様子

をツリーチャイムを持っていただいたことで注目することになり、あたたかいような優し

い笑みを見せ、時々手拍子もあった。ツリーチャイムも曲の場面・約束事・工夫とそれぞ

れ持っていただいて人が上手に楽しんだ。 

 

♪．全体としての評価 

セッションに対する積極性は５点。卯辰山式音楽活動評価表を参考にしている。 

（拒否的で楽しんでいない１点／拒否的でないが楽しんでもいない２点／時々受け身的で

楽しんでいる３点／受け身であるが常時楽しんでいる４点／積極的に楽しんでいる５点） 

＊評価を５点にした理由。 

楽器のうけ取り、あるいは棒たいそうの棒のうけ取りの様子、そして手にとってからの様

子は、興味を示し会話が近隣で発生し、工夫した。自分なりの動きへとつなげた。また身

体活動は積極的に取り組んだ。見ているだけの人、関心を示されない方はいなかった。歌

唱時、２番・３番の歌詞も声や口の動きが小さくなっても、全員で最後まで歌う姿勢や声

を出す姿勢が見られた。終盤の活動でも意欲が落ちることもなく歌詞模造紙がより見える

ように「もう少し、上に上げてください・下の方が見えにくいから」と、一番後ろの数名

から発言もあり。最後の「星影のワルツ」は３番まで途切れることなく歌えた。 

 

♪．課題  

事前打ち合わせをして流れを共有していますが、リーダーがこの集団に数年に渡り継続

している「おおね荘の音楽療法だからこそ」できること、（歌うこと・演奏すること・楽し

むことは基本ですが）又更なる付加価値を付けたいと思ったら遠慮なくその思いを流れの

中に、生かしていきましょう。 

前に立てばリーダーの個性でプログラムにふくらみが出てきます。「打ち合わせ通り」に

縛られず、遠慮なく。 



 

おおね荘介護予防ミニディサービスアンケートより 

（２０１１／７／６・１３時～）猛暑日 

 

音楽療法アンケート集計（回答は１４） 

 

１．性別   女性 １４名（参加者２０名 対象１４名・市看護士３／ボランティア３） 

２．年齢   ６０代（３名）・７０代（５名）・８０代・（６名）・ 

        平均年齢・・７６．５歳 

３．本日の活動は日々の生活に役立つと思いますか？ 

  思う・・・１３名・思わない・・・０人・どちらとも言えない・・・１人（７０歳代） 

４．楽しかった曲（複数回答あり） 

  きよしのズンドコ４名・夏の思い出３名・我は海の子４名・七夕２名・ 

・ 星影のワルツ３名・見上げてごらん夜の星２名 

・ 全曲すべて楽しかった・・・５名 

５．末広までどのようにきたか？ 

・ 送ってもらった・・・１名（１５分） 

・ 歩いてきた・・・・・１１名（１０分・１３分・２０分・３０分） 

・ 車・・・・・・・・２名（１５分）６０歳・７７歳 

６．感想は～ 

・ 楽しくすごせた・・５名６４歳２回・７０歳数回/６０歳・７７歳４回８０代９回 

・ 楽しいひとときありがとうございました。歌を歌うことは脳の働きが重要と思いま

した。８５歳数回 

・ いつも、楽しい時間をありがとうございます。年に２回は少ない。もう２回ほしい。

７８歳５～６回 

・ 初めて参加しましたが、楽しい１時間でした。声を出すことは、健康に非常に良い

とのことですので、今後も参加したいです。よろしくお願いいたします・６３歳初 

・ 楽しかった。体のそこから声を出して歌いました。７８歳６回 

・ 頭の体操にもなった。８０歳代７回。 

・ 参加回数は？ 

・ 楽しかったです。暑さ憂う忘れました。７８歳初 

・ 楽しいです。８６歳１２回 

 

次回に向けて 

伝えたいことがたくさんあるんだなあ～とみなさんとご一緒して感じます。 



・深いところで繋がった特別の仲間つくり・本音が言える仲間作り等をセッション目的

に広げられるような気がします。使用曲は少なくても、繋がるための曲や孤独の軽減を、

またもっと老いても参加できる場所となるようなプログラムの工夫ができそう。ここが存

在していて良かったと、思っていただけるような場に私たちも育ちたいと感じていますが。 

たまたまでしょうか？残念なことに、 

男性の参加者が０になりました。実は、来られなくなった人たちにこそ、音楽療法は必要

で、音楽療法だからこそ、馴染んだこの場で遠慮なく楽しんでいただきたいと考えていま

す。（更なる生きずらさを、感じ始めたのなら、だからこその音楽療法。）今まで楽しんで

いてくださった方達にこそ、又初めてでも気持ちよく参加できてこそ、継続していただけ

るような場を工夫をしていきたいと考えます。せっかく、音楽療法士が３名参加で、ボラ

ンティアさんの充実と看護士さんという心強いサポートがあるのだから、「自分で来られる

自立の人」がスタートでも「少しサポートでも遠慮なく！」に発展させたいと、願うので

すが・・・緩やかな線引きと工夫で多くの人が在宅で居ながらのなじみの場と育ちますよ

うに・・。                                
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